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雪国対応の太陽光発電設備実証実験・モニタリング支援等業務委託  

仕様書 

 

 

１ 委託名 

雪国対応の太陽光発電設備実証実験・モニタリング支援等業務 

 

２ 目 的 

本市では、東北経済産業局の補助金を活用し、「長岡市再エネ導入に向けた戦略プロジ

ェクトの調査研究事業」を実施することとしている。この事業は、公共施設等を実証実験

の場として活用しながら、「①雪国対応の太陽光発電設備の設置に関わる技術的な所見を

整理すること」、「②雪国における太陽光設備の有効性を確認しながら、地元企業の技術開

発を促進すること」「③市民・事業者へ雪国での再エネ需要の有効性をＰＲし、本市におけ

る再生可能エネルギー産業の普及に向けた啓発を行うこと」を目指すものである。 

なお、本業務は、経済産業省資源エネルギー庁「エネルギー構造高度化・転換理解促進

事業費補助金」の補助制度により実施する事業であり、当該補助事業の趣旨や要領、規定

等に基づいた業務運営を行う。 

 

３ 適 用 

本仕様書は、本業務の実施に関して、受注者が履行しなければならない事項を定めるも

のである。本業務の実施にあたっては、契約書及び本仕様書によるものとする。本仕様書

に定めるもの以外の業務が発生した場合は、発注者、受注者が協議するものとする。 

 

４ 履行場所 

長岡市内一円 

 

５ 委託期間 

契約締結日から令和７年３月３１日まで 

 

６ 実証実験の箇所表 

太陽光発電の実証実験を行う内容、設置数、発電規模、予定する設置場所は次表に示す

とおりである。 

実証実験設備の概要 

導入設備 発電量（予定） 設置場所（予定） 

太陽光発電シ

ステム（薄膜型

モジュール） 

40kW 程度 

南部体育館（長岡市曲新町 564 番地 3） 

宮内コミュニティセンター（長岡市曲新町 564 番地） 

高齢者センターみやうち（長岡市曲新町 566 番地７） 
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７ 業務内容 

業務内容については、次の（１）～（９）の項目を予定しており、発注者、受注者、実

証実施者の役割分担については下表のとおりである。 

実施項目 発注者 受注者 実証実施者 

（１）実証実験の準備・設置に関する技術的支援  ●  

（２）モニタリング・支援  ● ● 

（３）合同打合せの開催支援 ● ●  

（４）実証実験の経過報告会の支援 ● ● ● 

（５）実証実験の結果分析  ●  

（６）市内 PPA 事業等に関わるサウンディング調査 ● ●  

（７）実証実験のとりまとめ・今後の方向性と整理  ●  

（８）雪国太陽光に関わる市場調査の実施  ●  

（９）業務報告書の作成  ●  

 

（１）実証実験の準備・設置に関する技術的支援 

実証実験にあたり、令和５年度に市内企業及び団体（実証実施者）から提案のあった実

証内容について、基本的な条件（耐雪性、安全性、有効性、環境配慮等）を確認すること。   

また、積雪地におけるパネルや架台の事故に関する経済産業省の注意喚起を受け、一般

社団法人太陽光発電協会等の太陽光発電システムに関わるガイドラインなども参考にし

ながら、実証実施者に対する技術的助言を行う。    

 

（２）モニタリング・支援 

実証実験を通じて、市内における太陽光発電の普及可能性を訴求できるよう、実証手順、

モニタリング項目（気象条件、発電量、耐雪性、コスト、耐久性及び各設置場所の設備仕

様に関する留意点を考慮した測定項目等）を実証実施者と協力して整理するとともに、現

地立ち合いのうえ、設置に際して必要な助言を行う。 

また、設備の設置に係る安全性の確認や実証場所施設の利用に影響のないよう、必要

に応じて発注者や実証実施者と調整の場に同席し支援を行う。 

 

（３）合同打合せの開催支援 

実証実験の準備、実施段階において、太陽光発電設備を雪国でも有効に活用し、市内

企業を巻き込みながら本市ならではの再エネ産業創出に向けて、発注者及び実証実施者

との合同打合せの開催を支援する。合同打合せは、原則３回程度の開催を予定する。 
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（４）実証実験の経過報告会の支援 

実証実験を契機として、多くの市内企業が再エネに対して理解を示し、再エネ市場の

更なる発展につながるよう、報告会を開催すること。課題の抽出や再エネ普及に資する

広報活動の進め方など、実証実験の進捗に基づく議題を提示するとともに、実証実施者

からの資料のとりまとめを行い、実証実施者の報告支援を行う。 

なお、報告会は長岡市省エネ・再エネ産業振興プラットフォーム※での開催を予定して

おり、中間と終了の２回を予定している。 

※長岡市省エネ・再エネ産業振興プラットフォーム・・・2050 年のカーボンニュートラルの実現に向け、産業界

の脱炭素化を支援し市場での競争力を高めるため産学官金、それぞれの分野からなる団体で構成（2022 年 7月設立） 

 

（５）実証実験の結果分析 

実証実験の計測データについて、実証実施者から提供を受けたデータについての結果

分析を行う。結果の分析にあたっては、発電量、耐雪性、費用対効果等の観点から分析

を行うこと。 

 

（６）市内 PPA 事業等に関わるサウンディング調査 

令和５年度に市内企業６社から提案のあった PPA などの第三者所有モデル等につい

て、事業実施の可能性についてサウンディング調査を実施する。調査項目については、

発注者と協議し決定するものとし、サウンディング調査の実施にあたって、市内企業と

の事前連絡等については発注者が行うものとする。 

 

（７）実証実験のとりまとめ・今後の方向性と整理 

   実証実験の結果と報告会の内容についてとりまとめを行うとともに、「太陽光発電設備

を雪国でも有効に活用するための設置技術に関する留意点」として整理する。これを踏

まえ、市内での再エネの普及に向けた課題を明確にし、本事業により得られた知見を積

極的に活かし、市内企業を巻き込みながら本市ならではの再エネ産業創出に向けた道筋

をまとめる。 

   

（８）雪国太陽光に関わる市場調査の実施 

市内企業の再エネ事業に関わる参画意欲を刺激するために、雪国対応の太陽光発電事

業の市場性を調査し、新たな産業としての市場規模を明らかにする。 

 

（９）業務報告書の作成 

（１）～（８）までの項目について、業務の結果を取りまとめ、業務報告書を作成する。 

打合せ協議は、業務着手時、中間 1回、最終報告書提出時の計３回を必須とするが、業

務内容を遂行するにあたって必要な協議や報告を月１回程度行うものとする。 

打合せは、対面とＷＥＢ方式を活用し、効率的に実施すること。 
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８ 秘密の保持 

業務の実施上知り得た秘密を他人に漏らしてはならない。 

 

９ 資料の貸与 

  発注者は所有する以下の資料を受注者に貸与するものとし、受注者は適正な管理を行う

とともに、業務完了後速やかに返却するものとする。 

 （１）再生可能エネルギー設備導入可能性調査 

 （２）長岡市カーボンニュートラル チャレンジ戦略 2050（第 1 期計画） 

 （３）第４次長岡市環境基本計画（中間見直し） 

（４）2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた提案 

（持続可能な循環型社会の構築に向けた研究会） 

（５）長岡市公共建築物適正化計画 

 

10 成果品 

本業務による成果品は以下のとおりとする。 

（１）雪国対応の太陽光発電実証実験・モニタリング支援等業務報告書 Ａ４判 ３部 

（２）データ及び基礎資料のデータを保存した電子データ 一式 

（CD-RまたはDVD-ROM） 

※ 電子データのサイズ及びファイル形式等は発注者と協議し決定する。 

※ 本業務の成果品及び業務遂行のために収集した情報等はすべて発注者の所有

とし、受注者は発注者の承諾なくして貸与、公表、使用してはならない。また、

成果品に関する著作権等すべての権利は、発注者に帰属するものとする。 


